
薬局製剤について

イソノ薬局実習生

近畿大学 久保晴香



目次

• 薬局製剤とは

• 薬局製剤の特徴

• ナファゾリン・クロルフェニラミン液A

• 感冒剤13号A

• イソノ薬局の薬局製剤

• 薬局製剤の課題

• まとめ・感想



薬局製剤とは

～概要～

• 厚生労働省の「薬局製剤指針」に基づいて調製

• 約４２０種類の薬局製剤が存在

～主な製剤～

• 点眼薬（例：目薬）

• 軟膏剤（例：皮膚用塗り薬）

• 散剤（例：粉薬）

• 液剤（例：内服液）

• 含嗽剤（例：うがい薬）

～薬局製剤を取り扱うための条件～

• 都道府県知事の製造販売業と製造業の許可が必要（有効期限６年）



薬局製剤の特徴

医師の処方箋が

なくても購入できる

薬剤師が手作りした

薬局オリジナル

患者様のニーズに

応じた対応ができる



ナファゾリン・クロルフェニラミン液 A

ナファゾリン塩酸塩 0.05g 

クロルフェニラミンマレイン酸 0.1g 

クロロブタノール 0.2g 

グリセリン 5.0mL 

精製水 適量 

全量 100ml 

 

処方 ①計量（固体） ②計量（液体）

③混合 ④秤量



ナファゾリン・クロルフェニラミン液 A

使用上の注意



処方

①ふるいにかける ②混合

③ふるい＋混合 ④分包

感冒剤13号 A

アセトアミノフェン 0.36g 

エテンザミド 0.9g 

クロルフェニラミンマレイン酸塩 0.0075g 

dl-メチルエフェドリン塩酸塩散 10% 0.6g 

カフェイン水和物 0.075g 

ジヒドロコデインリン酸塩散 1% 2.4g 

デンプンまたは乳糖水和物 適量 

全量 6.0g 

 



感冒剤13号 A

必ず目に
付く場所



イソノ薬局の薬局製剤

かぜ薬、アレルギーの薬、手荒れのクリームなど

【ベストセラー商品】 解熱鎮痛薬 ７号



薬局製剤の課題

• 手間がかかる
• 薬局製剤指針の製造方法の説明が簡潔すぎる

自分で造った薬で患者様に喜んでもらえるやりがい

薬局製剤を作るにあたっての具体的な製造手順の作成や講習会の開催

～課題～

薬局製剤を扱っている薬局はまだ少ない



まとめ・感想

一般的な調剤業務にはない魅力が薬局製剤にはある

・自分で薬局製剤を製造
⇒薬局製剤への理解が深まった
・自分で製造した商品で患者様の喜ぶ姿
⇒調剤業務とは異なるやりがい

ご清聴ありがとうございました
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